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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
電源開発が社会との係わりを深めるなか,エネルギーセキュリティの考え方も変化してきている｡特に,
電源構成に原子力を含める場合はなおさらである｡本論文は,最適電源構成 (エネルギーベストミック
ス)における,原子力発電のエネルギーセキュリティ上の位置づけ,適切な安全規制のあり方,社会の信
頼とは何か,′を社会工学的立場から論じたもので,主な成果は次の通りである｡
1.最適電源構成を評価する際,従来のロバスト性 (強敵性)評価法などで扱えなかったシナリオの発生
確率の問題を解決し,電力需要,設備容量,二酸化炭素排出量,揚水発電効率などを含めて発電単価
を評価する方法をあみ出して,エネルギーセキュリティを定量的に評価できるようにした｡計算結果
の一例として,原子力発電の比率を増やせば,エネルギー価格が変化しても,発電単価があまり変化
しないことを示した｡
2.社会的規制について,消費者や労働者の安全 ･健康の確保,環境の保全,災害の防止などの規制を整
理し,規制の基準策定の方向を示した｡具体的には,適正な基準設定と規制の適切な制度設計,事故
などが発生した場合の事後救済,経済の国際化に伴う規制の国際調和などである｡ また,保険制度の
活用などを含めた認証機関認定制度などを提案した｡
3.原子力開発における信頼性形成過程を,意志決定論 (ベイズの理論)によって定量的に評価できるよ
うにした｡国民の信頼と事故との関係,信頼を得るための情報公開の位置づけ,情報操作の弊害など
を定量的に示した｡原子力船 ｢むつ｣のたどった道を説明すると共に,最近事故を起こした ｢もんじ
ゅ｣について今後進むべき道を示した｡
これらは,我が国の将来の電源開発策定に必要な事項を整理し,エネルギーセキュリティの定量化,特
に原子力発電の進むべき道を定量的に評価したもので,電源開発における社会工学的問題に学術的にも実
際的にも極めて重要な知見を与えた｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認
める｡ また,平成9年1月22日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認め
た｡
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